
　今回の巨大地震において様々な困難な状況を受けたものと思います。こんな地震の怖さから抜けだし、安心して普段の生活に
戻りたいと感じていらっしゃるかと思いますが、今回の地震の恐ろしさはまだ終わったと断言はできません。今後首都圏で震度
6強以上の地震が起きる可能性も指摘されており、油断することができない状況です。　このような状況ですが、私たちが地震
対策として出来ることはまだ残されています。仮に地震が起きたとしてもそれに対して「備え」をすることです。１人あたり飲
料水は 1日 3ℓ、食料品は３日分を確保してください。まず自分の分を確保することが大切です。また、次の地震が起きたときに
家族の間で連絡を取れるように家族の中で話し合いをし、帰宅困難者になったときの対応も考えてください。各自治体で帰宅困
難者対策を行っていますので、無理に帰宅しようとせず、近くの自治体の支援を受けて下さい。家の中の対策としては家具の転
倒によるケガを防ぐために家具の固定を行っていただきたいです。以上が簡単な地震対策ですが、自分の身を自分で守ることが
1番の防災です。ぜひとも冷静にこの状況を乗り切っていただきたいと思います。また、被災地でボランティア活動を行いたい
と考える方もいらっしゃるかもしれません。しかし現段階では個人の行動は現地では迷惑になり、二次災害に巻き込まれる可能
性もあります。お気持ちはぜひ義援金という形で示していただければと思います。　
　 古川なおき学生会・明治大学政治経済学部２年・災害救援ボランティア推進委員会 Safety Leader 認定　　福田　茂雅
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　　横浜市では、 各区で震度５弱以上、 中区は震度５強
を記録し、 電車が不通になったため、 多くの帰宅困難者
がパシフィコ横浜や横浜アリーナなどの施設に宿泊され
ました。私も当日は横浜市役所にいました。強い揺れが
収まった後、 仲間の議員と災害対策本部から情報を収
集しました。市内では残念ながら２名の方がお亡くなりに
なり、 旭区内では火災が一件発生しました。帰宅困難者
への対応では鶴ヶ峰駅南口の市民活動支援センター
「みなくる」に約１０人、 左近山第二小学校に数名の方が
宿泊されました。一部の小学校では、 ご両親が帰宅でき
ず深夜から翌日にかけて児童が教員と過ごしたようで
す。ご尽力いただいた地元町内会役員、区役所職員、教
員の皆様、本当にお疲れさまでした。
　　災害が発生していつも思うことは、まずは自分の身は
自分で守る覚悟が必要だということです （自助）。それで
もダメなら近くの人に助けていただく （共助）。それでもダ
メなら行政へ救助を求める（公助）。救助を求めても、 市
の職員や消防職員も被災者となる可能性がありますの
で、 まずは自分の身は自分で守らなければなりません。
私たちも今後の余震に備え、水や食料の備蓄、薬などを
分かりやすい場所に用意しておくこと、 避難場所の確認
など普段から防災のために自分でできることを行わなけ
ればならないと思います。そして、 最大の防災対策は、
隣近所と親しくし、 仲間を作ることだと思います。日本社
会は無縁社会などと言われていますが、今こそ、地域の
絆を育み、皆で助け合っていきましょう！
　　余震や福島原発事故の心配、 計画停電などもありま
すが、元気を出して、横浜から被災地へ向けてエールを
送りたいと思います。
「がんばろう東北！」「がんばろう日本！」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　横浜市会議員　古川なおき

追伸 .　今回は大震災が発生したため号外を発行させていただきました。
今号が任期中に発行する最後のレポートになります。今までご愛読いただ
きましたことに心より感謝申し上げます。ありがとうございました。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

　　東日本大震災の被災者の方々に心よりお見舞い申
し上げますとともに、 お亡くなりになられた方々のご冥
福をお祈りいたします。危険を顧みず不眠不休で懸命
に救助にあたられている自衛隊、消防、警察、自治体
職員の皆様に敬意を表します。今後とも自治体関係者
には全力で救助に対応していただきたいと思います。
かけがえのない命を全力で救っていただきたい。　
　　横浜市も災害対策本部を設置して対応にあたって
います。被災地への救援活動として、 災害直後にヘリ
コプター 1機を東北方面へ出動、宮城県、福島県、千
葉県へ消防隊約 140 名を派遣、 さらに政令市の災害
時における相互応援協定に基づき、 仙台市へ毛布
10,000 枚を輸送し、 約 80 名の職員を派遣しています
（詳細は２面）。甚大な被害状況は刻一刻と報道により
伝えられています。今後とも被災地から横浜市に支援
要請があり次第、 迅速に対応できるよう、 援助体制を
整えていただくことを横浜市災害対策本部に伝えまし
た。
　　現在も東京電力福島第一原子力発電所の事故が
大変心配です。市内の放射線量はホームページで３時
間ごとに公表するようにしました。計画停電の情報も遅
いため、迅速、正確、公平に対応するよう横浜市長名
で東京電力に要望しました。私たちも多少不便です
が、 家もなく水や食料が不足し苦しんでいる被災者の
方々の支援のためにも節電に協力し、 募金や救援物
資を送らせていただきたいと思います。尚、 インター
ネットを利用しない高齢者の皆様に対して、今後とも正
確な防災情報を周知徹底するよう、横浜市災害対策本
部に要望しました。国難とも言える状況を日本国民全
員で協力し、 一日も早く被災地に復興していただきた
い。横浜市内にも被災者のご親族や知人がお住まい
で、 心配していらっしゃる方もおられることと思います。
私も、 横浜市の被災地への対応や、 市内の防災対策
に全力でがんばります。

東日本大震災への横浜市の対応
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県立希望ヶ丘高校・明治大学 卒業/明治大学公共政策大学院 修了
横浜銀行勤務後、衆議院議員松沢成文(現在神奈川県知事)秘書
平成７年4月　横浜市会議員初当選(26才最年少）
平成19年4月　４期目当選　
現 在　平成22年市民・消防委員会副委員長　/　市会運営委員会 理事
　　　  自民党横浜市会議員団所属/横浜市会ＦＣキャプテン
希望ヶ丘高校同窓会桜蔭会　評議員/　学校法人横浜商科大学　評議員　　　　　  
旭区サッカー協会顧問/旭区スポーツダンス協会顧問/旭区卓球協会顧問

　　　　　　

古川なおきプロフィール
横浜銀行横浜市庁舎支店　普通　６００７３０２
口座名「横浜市東北地方太平洋沖地震募金」
※窓口を利用する場合のみ振込手数料が無料になります

旭区役所、二俣川行政サービスコーナーにも募金箱を設置しています

横浜市による東北地方太平洋沖地震義援金の受け入れ

横浜市の被災地への応援状況

被災者の受け入れについて
１.一時避難場所の提供
　　①たきがしら会館（横浜市磯子区）　約 300 人（22 日現在 79 人入所）
　　②横浜市青少年自然の家「赤城林間学園」　約 300 人　※避難者の輸送のため、横浜市交通局のバスを使用
２.住まいの提供…横浜市営住宅 50 戸（旭区ひかりが丘団地）、横浜市住宅供給公社賃貸住宅 37 戸を県と連携し提供。

11 日　東北方面（岩手県宮古市重茂半島）①へ緊急消防援助のため、消防隊員２隊 10 名を派遣（ヘリ１機含む）
11 日　千葉県市原市へガスタンク火災消火のため、消防隊員４隊 21 名を派遣（大型化学車、高所放水車、消防艇「まもり」含む）
11 日　茨城県から仙台市①へ、緊急消防援助のため、消防隊員８隊 39 名を派遣
12 日　岩手県宮古市②へ緊急消防援助のため、消防隊員２隊 11 名を派遣（宮古市①と交代）
12 日　仙台市水道局へ、先遣隊として、水道局職員４名を派遣
12 日　千葉県水道局へ、応急給水のため、水道局職員６名を派遣（給水車２台、パトロールカー１台含む）
12 日　福島県福島空港へ、指揮支援活動のため、消防指揮支援隊５名を派遣
13 日　茨城県へ、現地調査のため、水道局職員３名を派遣（パトロールカー１台含む）
13 日　仙台市へ、応援活動調整のため、消防局職員４名を派遣
13 日　仙台市へ、し尿収集、５万個運搬のため、資源循環局職員 12 名を派遣（バキューム車３台含む、16 ～ 22 日にも計 28 名派遣）
14 日　仙台市へ、水缶 62,400 本運搬のため、総務局職員 1名を派遣（トラック３台）
14 日　仙台市②へ、緊急消防援助のため、消防隊員６隊 40 名を派遣（仙台市①と交代）
14 日　岩手県宮古市③へ緊急消防援助のため、消防隊員２隊 12 名を派遣（宮古市②と交代）
14 日　仙台市へ、応援派遣第１陣として、各局職員計 31 名を派遣
14 日　福島県郡山市へ、応急給水のため、水道局職員６名を派遣（給水車２台、パトロールカー１台含む）　
14 日　岩手県大船渡市へ、健康福祉局職員３名を派遣（17 日に市大センター病院の医師２名看護師１名、21 日にも３名、計 10 名派遣）
16 日　仙台市へ、応援派遣第２陣として、　各局職員 29 名を派遣（18 日に 28 名、20 日に 27 名、22 日に第５陣 27 名を交代で派遣）
16 日　仙台市へ、下水管きょの調査のため、環境創造局職員７名を派遣（20 日、22 日にも計７名を派遣）
19 日　福島県へ、第一原発 20 ～ 30 ㎞圏内の病院に入院していた患者を中継地から搬送するため、消防隊員７隊 23 名を派遣
22 日　福島第一原発における使用済み燃料への冷却活動のため、消防隊員９隊 67 名を派遣（高所放水車、特殊災害対応車等を含む）
22 日　いわき市へ、応急給水活動のため、水道局職員６名を派遣（給水車２台、先導車１台含む）

被災者からの電話による総合窓口の開設
　電話番号：０４５-６７１－４４１０
　開設期間：３月２４日～当分の間（土日・祝日含む）
　開設時間：８：４５～２１：００
　内　　容：今回の地震に伴う被災者支援に関わる電話相談

福島県原発事故に伴う「放射線に関する健康・食品電話相談窓口」の開設
　電話番号：０４５－６７１－２４７０
　開設期間：３月２３日～当分の間（土日・祝日含む）
　開設時間：８：４５～１７：１５
　内　　容：福島原発事故に伴う、避難者及び市民からの放射線に関する健康・及び食品に
　　　　　　ついての電話相談　

22 日　現地（総合指揮隊・Jビレッジ）到着後、東京消防庁、大阪市消防局と活動概要、現場車両・資材配置状況、防護
　　　服の着装・脱衣場所、横浜市の主任務（３号機に対する冷却放水活動の継続）等を引継ぎ
23 日　16 時～ 18 時　横浜市消防局により、３号機に対する放水活動に着手

福島第一原発で活動中の緊急消防援助隊の活動状況について

３月 22 日現在、約 4,300 万円が口座に入金されています。
皆様、本当にありがとうございます。


